
■
■
■
■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
変
わ
る
設
計
・
施
工
建
設
産
業

戸田建設がエネルギー管理システムとの連携も実現
した「ＢＩＭ―ＦＭシステム」のシステム構成図

従来に比べＬＣＣ約 ％低減が見込ま
れるＮＴＴファシリティーズ研究開発
新拠点完成予想図（竹中工務店施工）

ＢＩＭとの連動で揚重作業を効率
化する清水建設のタワークレーン
「スマートクレーン」

ＢＩＭと連動タブレット端末

タブレット端末のカメラ画像に設計データ
のデジタルモデルを重ねて表示（大林組・
東京大学デジタルファブリケーションラボ

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
維
持
管
理
で
低
減

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
連
動
で
は
、
位
置
情
報

に
基
づ
き
内
蔵
カ
メ
ラ
画
像

と
完
成
予
想
モ
デ
ル
の
輪
郭

を
重
ね
合
わ
せ
、
視
覚
的
に

仕
上
が
り
を
確
認
し
な
が
ら

作
業
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
。
大
林
組
は
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
建
築
学

専
攻
の
隈
研
吾
教
授
ら
が
主

宰
す
る
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ

Ｄ
Ｆ

Ｌ

に
協
力
し
、
進
歩
し
続

け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

対
応
す
る
作
り
方
を
検
証
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
施
工
を

担
当
。

年

月
、
学
生
が

中
心
と
な
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
駆
使
し
て
設
計
・
製
作

し
た
ス
テ
ン
レ
ス
部
材
を
組

み
合
わ
せ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
の

据
え
付
け
に
際
し
、
こ
の
手

法
を
試
み
た
。

　
一
般
に
、
建
物
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

Ｌ
Ｃ

Ｃ

は
建
設
費
が
約

％

で
、
残
り
約

％
を
運
用
・

維
持
管
理
費
用
が
占
め
る
と

い
わ
れ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
新
築

時
の
施
工
プ
ロ
セ
ス
管
理
に

と
ど
め
ず
、
運
用
・
維
持
管

理
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

Ｆ
Ｍ

ま
で
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

低
減
効
果
が
期
待
で
き
る
。

竹
中
工
務
店
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

東
京
都
港

区

、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
共
同

で
、
竹
中
が
施
工
す
る
Ｎ
Ｔ

Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
研
究

開
発
新
拠
点
工
事
に
お
い

て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

基
づ
き
Ｌ
Ｃ
Ｃ
削
減
に
有
効

な
設
計
・
仕
様
を
選
択
。
Ｌ

Ｃ
Ｃ
を
約

％
低
減
で
き
る

見
通
し
を
つ
け
た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

に
よ
り
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
設
計
・
施

工
デ
ー
タ
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
ー
ズ
の
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
へ
受
け
渡
す
連
携
手
順
を

体
系
化
。
４
月
の
研
究
開
発

新
拠
点
供
用
開
始
後
も
検
証

作
業
を
続
け
て
い
く
。

　
戸
田
建
設
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
Ｆ

Ｍ
の
連
携
に
注
目
し
た
。

年

月
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
Ｆ
Ｍ
に

関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
シ
ェ
ル
パ

名
古
屋
市
千

種
区

お
よ
び
施
設
管
理
シ

ス
テ
ム

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｍ

開
発

の
ヴ
ィ
ン
ト
コ
ン

ハ
ン
ガ

リ
ー

と
共
同
で
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ

―
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
」
を
開

発
。
日
常
の
ビ
ル
管
理
業
務

に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
運
用

時
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
見
え
る
化

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
や
、
什
器
・

備
品
を
含
め
た
資
産
管
理
台

帳
の
入
力
も
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

　
建
築
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化

は
設
計
事
務
所
に
と
っ
て
も

課
題
。
業
界
最
大
手
の
日
建

設
計

東
京
都
千
代
田
区

は

年

月
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ
フ

ト
開
発
大
手
の
グ
ラ
フ
ィ
ソ

フ
ト

ハ
ン
ガ
リ
ー

と
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契

約
を
結
ん
だ
。
日
建
の
設
計

ノ
ウ
ハ
ウ
を
グ
ラ
フ
ィ
ソ
フ

ト
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ
フ
ト
開
発
に

反
映
し
、
両
社
協
調
体
制
に

よ
り
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
ア

ジ
ア
圏
へ
普
及
さ
せ
て
い

く
。
日
建
は

年
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ

を
全
社
的
に
運
用
し
て
い
く

方
針
を
決
め
現
在
、
約
３
割

の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
適

用
し
て
い
る
。

　
建
築
分
野
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
対

し
、
公
共
事
業
の
最
大
発
注

者
で
あ
る
国
土
交
通
省
が
土

木
分
野
の
生
産
性
向
上
を
目

指
し
て
導
入
の
旗
振
り
役
と

な
っ
て
い
る
の
が
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ

Ｃ
Ｉ
Ｍ

だ
。
背
景
に
あ

る
の
は
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
お
け
る
復
興
事
業
。

震
災
か
ら
３
年
近
く
た
ち
、

被
災
者
が
日
常
生
活
を
取
り

戻
す
た
め
の
復
興
街
づ
く
り

が
動
き
だ
し
て
い
る
。
高
台

移
転
な
ど
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
を
、
多
く
の
住
民
に

納
得
し
て
も
ら
い
な
が
ら
可

能
な
限
り
早
く
形
作
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
が

Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
拡
張
現
実
感

Ａ

Ｒ

機
能
だ
。

　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
カ
メ
ラ
画
像
に
３
Ｄ
デ

ー
タ
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル
モ

デ
ル
を
重
ね
合
わ
せ
、
仕
上

が
り
を
確
認
し
な
が
ら
作
業

す
る
機
能
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
で
は

住
民
に
新
た
な
街
を
疑
似
体

験
し
て
も
ら
う
手
段
と
な

る
。
建
設
予
定
地
に
立
っ
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
か
ざ
す
よ
う
に

持
つ
と
位
置
情
報

と
方
位
に
基
づ

き
、
計
画
さ
れ
た

街
並
み
が
画
面
上

に
眺
望
と
と
も
に

映
し
出
さ
れ
る
。

図
面
や
模
型
で
は

決
し
て
説
明
し
き

れ
な
い
内
容
を
、

疑
似
体
験
で
容
易

に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩

は
建
設
業
に
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
い

う
概
念
を
も
た
ら

し
、
こ
れ
ま
で
把

握
し
き
れ
な
か
っ

た
領
域
を
、
あ
た

か
も
現
実
の
世
界

の
よ
う
に
実
感
さ

せ
て
く
れ
る
。


